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キラリ

4億7007万円
駒寄スマート IC大型車対応化事業

ココに注目
キラリ 　平成２７年度一般会計歳出総額は、６７億 

３７６１万円でした。
　ここでは、注目すべき事業をピックアップし
てお伝えします。平成２７年度一般会計決算に
ついての詳細は、４・５ページをご覧ください。

２億158万円

1668万円

第四保育園建て替え事業

学童クラブ管理業務

　保育所の拡張と充実を図り、保育の質の向上や待機児童の解消を目指し
ます。

　平成２７年度からは、小学校６年生ま
での高学年も対象とし、子ども・子育て
環境の充実を図りました。

平成２７年度は
こんなことをしました 第３回

定例会
　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
、
15
日
間
の
会
期
で
行
い
ま

し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度
決
算
に
関
す
る
認
定
９
件
を
は
じ
め
、
平
成
28
年

度
補
正
予
算
な
ど
議
案
11
件
・
報
告
３
件
・
同
意
２
件
が
提
案
さ
れ
、
認
定
・
議
案
・
同

意
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平成２７年１０月に完成した第四保育園新園舎

学童クラブ送迎補助員に見守られ
中央学童へ
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2136万円
583万円

学校給食事業特別会計
への繰出金

道の駅「よしおか温泉」
情報発信強化事業

　平成２７年度は給食費を、児童・生徒一人当た
り年額１万４５０円補助しました。平成２６年度
は、児童・生徒一人当たり年額５５００円の補助
でした。

　道の駅は、地域の拠点として広域的なネットワーク
機能が期待されています。まちは、道の駅を東の玄関
口と位置付けて、広域観光案内、防災および地域情報
の提供施設として整備を図るとともに、地域特産品の
PRイベントを開催しました。

事　業　名 決　算　額 内　　　　　容

議会映像配信事業 １０１万円
　開かれた議会を目指す施策の一環として、平成２７年第３
回定例会から、議会本会議の生中継とビデオ・オン・デマン
ドによるインターネット配信を開始しました。

防犯カメラ設置事業 ６２９万円

　子育て世代の女性が安心して育児に取り組める環境の整備を
目的として、地域活性化地域住民生活等緊急支援交付金を活用
して、防犯カメラを１１台設置しました。また、住民の安心安全、
児童生徒の通学路の安全確保、町有施設の安全確保を目的とし
て、まち単独事業として、さらに１１台設置しました。

放課後児童見守り
パトロール事業

２１３万円
　まちの青色パトロールカーを使用して、児童の下校時間に合
わせ、明治小学校区域２人、駒寄小学校区域２人で、１日あた
り２時間３０分の見守りパトロールを２３４日間行いました。

社会体育館改修事業 １億７, １１５万円
　老朽化した場所の修繕や柔剣道場の床の張り替え、トイレ
のバリアフリー化などを行い、利用者の活動環境や安全性の
向上、施設の長寿命化を図りました。

児童館耐震改修事業 １, ６５０万円
　児童館利用者の安全・安心を図るため、耐震診断の結果に
基づき、耐震改修を行いました。

がん検診事業 ４, ０７１万円
　がん検診と特定健診を同時に実施する総合健診を開始しま
した。健診料を無料とした結果、受診者も増加しました。

南下城山防災公園
整備事業

１億１, ３６９万円

　町民誰もが楽しめ、防災機能を有する大規模公園を桃井城
跡に整備します。平成２７年度は、土地開発公社が先行取得
した、公園用地の一部を買い戻しました。また、コスト縮減
を図るため、修正設計を実施しました。

駒寄スマートＩＣ
大型車対応化事業

３, ４０６万円

　地域産業の活性化や観光振興のため、駒寄スマートＩＣの
大型車対応化事業を前橋市、ネクスコ東日本と連携して、実
施します。平成２７年度は、スマートＩＣの詳細設計などを
ネクスコ東日本に委託しました。

楽しい給食（明治小）新たに設置されたデジタルサイネージ
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園
児
の
増
加
な
ど
で
民
生
費
も

前
年
対
比
15
・
８
％
の
増

歳
　
　
入

歳
　
　
出

　

平
成
27
年
度
歳
入
決
算

額
は
、
67
億
７
０
５
１
万

円
で
前
年
対
比
１
０
８
・

５
％
、
歳
出
決
算
額
は
、

67
億
３
７
６
１
万
円
で
前

年
対
比
１
１
０
％
で
し
た
。

　

主
な
歳
入
の
う
ち
、
町

税
は
24
億
８
０
２
万
円
で

前
年
対
比
１
０
０
・
１
％
、

地
方
交
付
税
は
12
億
３
３

０
７
万
円
で
前
年
対
比
１

０
２
・
６
％
で
し
た
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
４

億
５
３
３
０
万
円
で
、
前

年
対
比
１
３
４
・
３
％
で

４
8
・
8
％
で
し
た
。
社

会
体
育
館
改
修
事
業
費
や

八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地

買
収
お
よ
び
補
償
費
の
増

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

土
木
費
は
、
５
億
７
２

９
２
万
円
で
、
前
年
対
比

91
・
２
％
。
継
続
事
業
で

あ
る
南
下
城
山
防
災
公
園

事
業
費
の
減
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
、

３
２
９
０
万
円
で
、
歳
入

歳
出
差
引
額
か
ら
、
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
、
１
４
７
９
万
円
で
し

た
。

教育費は前年対　比48.8％の増

まちの家計簿徹底チェック !!

し
た
。
こ
れ
は
、
南
下
城

山
防
災
公
園
事
業
、
消
防

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
、

社
会
体
育
館
改
修
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
借
入
金

の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
出
の
う
ち
、
民

生
費
は
24
億
１
５
５
７
万

円
で
前
年
対
比
１
１
５
・

８
％
で
し
た
。
こ
れ
は
、

保
育
所
運
営
委
託
料
や
私

立
保
育
所
等
補
助
金
の
増

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

教
育
費
は
、
８
億
７
６

２
０
万
円
で
前
年
対
比
１

まちの家計簿徹底チェック !!
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平成27年度一般会計

教育費は前年対　比48.8％の増

自

主
財
源　

・
6％

　
　

依
存
財
源
　
・4

％

41
58

町債（借入金）
4億5,330万円
6.7％

総務費
8億954万円
12.0％

繰越金
1億1,728万円
1.7％

その他収入
2億9,016万円
4.3％

その他交付金など
5億644万円
7.6％

国・県支出金
17億6,224万円
25.9％

地方交付税
12億3,307万円
18.2％

町税
24億802万円
35.6％歳出

67億
3,761万円

歳入
67億

7,051万円
民生費
24億1,557万円
35.9％

議会費
1億264円
1.5％借金返済金

5億5,481万円
8.2％

教育費
8億7,620万円
13.0％

消防費
2億9,093万円
4.3％

土木費
5億7,292万円
8.5％

商工費
5,229万円
0.8％

農林水産業費
4億2,974万円
6.4％

労働費
1,735万円
0.3％

衛生費
6億1,558万円
9.1％
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年
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年
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21
年
度　

　
　

20
年
度　

　
　

19
年
度

平
成
18
年
度

＜一般会計決算の内訳＞

町民の皆さんからの
税金など

自治会事務委託料、緑地運動公園・
リバートピア吉岡管理、選挙など

国・県などからの
補助金など

予防接種・健診・
ゴミ処理など

行政の格差をなくすため、
国から交付されたお金

まちの借金の推移 まちの貯金の推移一般会計町債残高
特別会計町債残高
水道事業会計　　　

110億円
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年
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22
年
度　

　
　

21
年
度　

　
　

20
年
度　

　
　

19
年
度　

平
成
18
年
度　

基金残高　　　　

生

高齢者・障がい者福祉や
保育園、児童手当など

給食や小・中学校、スポーツ
施設の維持管理など
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平成27年度　特別会計決算
　まちには、一般会計のほか、７つの特別会計と１つの企業会計があります。特別会計は、特定の事
業や特定の収入で事業を行う場合に、一般会計と区別して設置します。
　各会計の決算額は以下のとおりです。

まちの財政は
「健全」

１　健全化判断比率
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

－　　％ －　　％ 10.5％ －　　％
（　　　　15.0）（　　　　20.0）（　　　　25.0） （　　　350.0）

〔10.0％〕 〔1.9％〕

備考　各比率の早期健全化基準は（　）内に記載
　　　実質赤字額がない場合「－」を記載　　前年度は〔　　〕に記載

２　資金不足比率
特別会計の名称 資金不足比率

水道事業会計 －　％

公共下水道事業特別会計 －　％

農業集落排水事業特別会計 －　％
備考　資金不足がない場合「－」を記載

ミ
ニ
解
説

平成27年度　会計別決算額 

会　　　計　　　名 歳　　　　入 歳　　　　出
一般会計 ６７億７，０５１万円 ６７億３，７６１万円
学校給食事業 １億１，２７２万円 １億１，２２０万円
公共下水道事業 ３億２，０３４万円 ３億２，００４万円
国民健康保険事業 ２３億９，４７１万円 ２３億３，１６３万円
農業集落排水事業 １億５，５９５万円 １億５，５８５万円
住宅新築資金等貸付事業 ３９７万円 ３９７万円
介護保険事業 １３億　  ５９５万円 １２億７，９１７万円
後期高齢者医療事業 １億６，０９５万円 １億５，７７９万円

会　　　計　　　名 収　　　　　入 支　　　　出

水道事業会計
収益的収支 ４億２，３２３万円 ４億　  ７６７万円
資本的収支 ５，１５９万円 １億８，６５５万円

資本的収支の不足する額は、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金で補
ほ て ん

填しました。

（万円未満は四捨五入）

　財政健全化判断比率および資金不足比率が報告されました。健全
化判断比率のうち、いずれかが早期健全化基準以上になった場合
は、財政健全化計画を策定し、財政の健全化を図ることとなります。
　まちの平成２７年度決算においては、いずれの数値も早期健全化
基準などを下回っています。なお、将来負担比率については、算定
以来はじめて発生しませんでした。

早期健全化基準 ・・・・・・・・・地方公共団体の財政の健全性に関する基準

実質赤字比率 ・・・・・・・・・・・・一般会計と一部の特別会計を合わせた赤字の割合

連結実質赤字比率 ・・・・・・全ての会計を合わせた赤字の割合

実質公債費比率 ・・・・・・・・・借入金の返済額とこれに準ずる経費の割合

将来負担比率 ・・・・・・・・・・・・企業会計、出資法人も含めた将来負担が見込まれる債務の割合

資金不足比率 ・・・・・・・・・・・・事業規模から見た水道事業などの公営企業の資金不足の割合
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障
が
い
児
通
所
支
援
に
１
８
７
２
万
円

農
業
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
す

平
成
28
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

条
例
の
一
部
改
正

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

７
４
８
６
万
円
を
増
額

　
「
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
の
定
数
条
例
」

を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
の
改
正
点
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
農
業
委
員
の
定
数
を
現

行
の
16
人
（
選
挙
に
よ
る

委
員
13
人
と
推
薦
３
人
）

を
８
人
と
す
る
。

○
農
業
委
員
の
公
選
制
を

廃
止
し
、
農
業
委
員
は
、

町
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
す
る
。

○
農
業
委
員
会
と
は
別
に
、

担
当
区
域
に
お
け
る
農
地

な
ど
の
利
用
の
最
適
化
を

推
進
す
る
た
め
に
、
現
場

活
動
を
行
う「
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
」
を
新
設

し
、
定
数
を
８
人
と
す
る
。

　

こ
れ
は
、「
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
」
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

し
、
総
額
78
億
５
１
８
０

万
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、

　

農
業
委
員
会
候
補
者
選

考
委
員
会
設
置
条
例
が
新

た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
が
公
選
制
か

ら
議
会
の
同
意
を
得
た
町

長
の
任
命
制
に
変
わ
り
、

町
長
は
、
事
前
に
地
域
の

農
業
者
や
農
業
団
体
か
ら

の
推
薦
を
求
め
る
と
と
も

地
方
特
例
交
付
金
５
９
２

万
円
、
地
方
交
付
税
７
８

６
万
円
、
繰
越
金
５
１
２

万
円
、「
駒
寄
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
大
型
化
事
業
」
に
係

る
前
橋
市
負
担
金
６
２
６

７
万
円
、
町
債
１
６
３
０

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

国
庫
支
出
金
１
６
２
０
万

円
は
減
額
。

　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

温
泉
施
設
改
修
７
３
６
万

円
、
障
害
児
通
所
支
援
１

８
７
２
万
円
、
学
童
ク
ラ

ブ
新
設
９
０
０
万
円
。
道

路
維
持
補
修
工
事
１
３
８

０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

橋き
ょ
う
り
ょ
う梁
長
寿
命
化
修
繕
詳
細

設
計
費
２
０
０
０
万
円
、

明
治
小
学
校
校
舎
増
築
工

事
５
７
７
３
万
円
は
減
額

で
す
。

に
、
公
募
も
実
施
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
は
、
認
定
農

業
者
が
過
半
数
を
占
め
る

こ
と
、
農
業
以
外
の
中
立

的
な
立
場
の
人
も
、
最
低

１
人
が
入
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
条
例
は
、

候
補
者
を
選
考
す
る
機
関

を
設
置
す
る
た
め
の
根
拠

と
な
り
ま
す
。

よしおか温泉棟の屋根に並べられている「太陽光発電パネル」

実りの秋を迎えた水田

条
例
の
制
定
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　議案その他の議決事項は、本会議で
決定されますが、本会議での審議を効
率的に行うため、広範囲にわたる議案
その他の議決事項を部門別に分け、少
人数の議員で構成する委員会に審査を
任せます。これを委員会付託といいま
す。委員会では、付託された議案など
を専門的・能率的に審査します。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

入
湯
税
の
内
訳
は
。

総
額
は
１
１
９
２
万

円
で
、
リ
バ
ー
ト
ピ

ア
吉
岡
が
71
％
、
民
間
１

施
設
が
29
％
。

地
方
交
付
税

特
別
交
付
税
が
前
年

よ
り
13
・
8
％
増
加

し
て
い
る
が
。

城
山
防
災
公
園
や
社

会
体
育
館
改
修
に
関

す
る
防
衛
関
係
の
補
助
事

業
が
、
特
別
交
付
税
で
措

置
さ
れ
た
た
め
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
２
５

４
万
円
は
、
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
28
件

の
う
ち
１
件
は
、
図

書
購
入
に
あ
て
て
ほ
し
い

歳
　
　
入

問

問

問 答答

問問 答 答答

 

予
算
策
定
に
向
け
要
望
書
提
出

歳
　
　
出

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

で
は
、
平
成
27
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

町
　
税

町
税
の
滞
納
者
に
対

す
る
対
策
は
。

督
促
状
、
催
告
書
を

送
付
し
た
後
、
差
し

押
さ
え
の
手
続
き
を
取
っ

て
い
る
。
ま
た
４
人
の
徴

収
担
当
員
が
、
徴
収
に
あ

た
っ
て
い
る
。滞
納
者
は
、

前
年
度
と
比
べ
少
な
く
な

っ
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
、

ど
れ
く
ら
い
か
。

６
１
２
３
件
で
約
１

億
３
６
０
０
万
円
。

請
の
順
番
を
変
え
て
で
も
、

２
０
０
万
円
に
近
づ
け
る

よ
う
で
き
な
い
か
。

現
在
、
順
番
待
ち
は

な
く
、
自
治
会
か
ら

申
請
が
あ
っ
た
も
の
が
こ

の
金
額
で
あ
っ
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

新
規
ま
ち
単
独
事
業

で
カ
メ
ラ
の
設
置
と

あ
る
が
。

と
の
要
望
が
あ
る
の
で
、

教
育
文
化
振
興
基
金
に
繰

り
入
れ
、
一
定
額
を
図
書
購

入
に
充
当
し
て
い
る
。
他

は
特
に
要
望
が
な
い
の
で
、

教
育
や
福
祉
の
財
源
と
し

て
い
る
。

吉
岡
町
民
で
、
他
市

町
村
に
ふ
る
さ
と
納

税
を
す
る
人
は
、
ど
れ
く

ら
い
か
。ま
た
、そ
の
額
は
。

平
成
26
年
度
は
、
41

人
で
２
２
３
万
円
。

平
成
27
年
度
は
１
２
１
人

で
５
８
７
万
円
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
額

が
、
前
年
に
比
べ
減

っ
て
い
る
。
も
う
少
し
力
を

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
在
、
ふ
る
さ
と
納

税
業
務
を
代
行
す
る

業
者
か
ら
概
要
な
ど
を
聴

取
し
、
調
査
研
究
し
て
い

る
。
来
春
か
ら
始
め
ら
れ

る
よ
う
、
業
者
の
選
定
を

進
め
て
い
る
。

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ  

助
成
事
業
補
助
金

上
限
は
２
０
０
万
円

だ
が
、
１
６
３
万
円

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
申

問問

問

答答

答

拡張が予定されている八幡山グラウンド

問
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住
民
の
安
心
・
安
全
、

児
童
・
生
徒
の
通
学

路
の
安
全
確
保
の
た
め
、

11
台
設
置
し
た
。

道
路
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

ど
の
様
な
工
事
を
し

た
の
か
。

道
路
反
射
鏡
22
カ
所
、

区
画
線
ポ
ス
ト
コ
ー

ン
１
カ
所
な
ど
整
備
し
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
は
次
の
要
望
事
項
を
ま
と
め
、
ま
ち
に
提
出
し
ま
し
た
。

予
算
策
定
に
関
す
る
要
望
事
項

○
不
納
欠
損
の
対
処
、
滞
納
金
の
確
保
を
着
実
に
実
施
し
、
町
税
収
納

率
の
向
上
の
強
化
。

○
国
、
県
の
補
助
金
確
保
に
向
け
た
不
断
の
努
力
を
す
る
こ
と
。

○
災
害
対
策
の
た
め
道
路
改
良
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
着
実
、
迅
速
な

推
進
。

○
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
活
用
で
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
更
な
る
強
固
な
取
り
組
み
。

国
勢
調
査

今
回
は
初
め
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ン
ラ

イ
ン
調
査
が
実
施
さ
れ
た

が
。

町
内
で
は
３
５
３
８

世
帯
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
回
答
し
、
回
答
率
は
48
％

だ
っ
た
。
全
国
平
均
は
36
・

９
％
な
の
で
、
高
い
水
準
。

八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

そ
の
後
の
整
備
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

用
地
買
収
は
、
ほ
ぼ

済
ん
だ
。
予
算
的
に
、

一
気
に
工
事
は
出
来
な
い

の
で
、
数
年
か
け
て
工
事

を
進
め
た
い
。

明
治
小
増
築
工
事

入
札
の
結
果
は
ど
う

な
っ
た
か
。

小
野
里
工
業
㈱
と
森

喜
建
設
㈱
と
が
共
同

体
を
組
み
、
請
け
負
っ
た
。

工
事
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
は
。

現
時
点
で
は
基
礎
工

事
の
最
中
だ
。　
　

南
下
城
山
防
災
公
園
事
業

用
地
買
収
や
工
事
の

進
捗
状
況
は
。

用
地
買
い
上
げ
は
済

み
、
工
事
は
下
の
土

手
か
ら
進
め
る
。

学
校
給
食
事
業

生
徒
１
人
当
た
り
の

補
助
は
。

月
９
５
０
円
補
助
し
、

小
学
生
の
保
護
者
負

担
は
３
６
４
０
円
、
中
学

生
は
４
１
０
０
円
。

町
長
交
際
費

近
隣
市
町
村
並
み
に

増
額
が
必
要
な
の
で

は
。

町
民
の
理
解
が
得
ら

れ
れ
ば
、
増
額
を
考

え
て
み
た
い
。
支
出
基
準
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

防
犯
灯
に
つ
い
て

設
置
基
準
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

基
本
的
に
は
、
各
自

治
会
か
ら
の
要
望
に

基
づ
い
て
設
置
し
て
い
る
。

設
置
後
の
電
気
料
金
は
各

自
治
会
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
学
校
の
近

辺
に
は
設
置
数
が
他
の
場

所
に
比
べ
多
く
な
る
な
ど
、

地
域
的
な
偏
在
は
起
こ
る

と
考
え
て
い
る
。

医
療
費
無
料
化
事
業

対
象
者
に
生
活
困
窮

者
も
含
ま
れ
る
の
か
。

本
事
業
の
対
象
者
は

子
ど
も
、
重
度
心
身

障
が
い
者
、
母
子
父
子
家

庭
と
な
っ
て
お
り
、
生
活

困
窮
者
は
、
含
ま
れ
な
い
。

問

問

問問

問

問

問

問問

問

答

答答

答

答

答

答

答答

答答

耐震工事が済んだ児童館
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総
務
常
任
委
員
会

文教厚生常任委員会

問問 答答

 
空
き
家
対
策
に
着
手

 給食費無料化に向けて努力を

　

一
般
会
計
補
正
予
算
を

含
め
、
議
案
な
ど
４
件
に

つ
い
て
の
審
査
し
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
で
、
駒

寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

４
９
８
６
万
円
、
橋

　
き
ょ
う
り
ょ
う梁
長

寿
命
化
修
繕
事
業
の
８
２

５
万
円
、
集
約
都
市
形
成

支
援
事
業
費
４
８
６
万
円

が
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
て

い
る
が
。

国
の
交
付
金
額
が
３

億
１
２
１
２
万
円
と

決
定
し
た
た
め
、
当
初
金

額
３
億
７
５
０
９
万
円
と

の
差
額
を
減
額
し
た
。

明
治
小
学
校
の
防
衛

施
設
周
辺
補
助
金
９

２
７
万
円
の
増
額
は
。

防
衛
補
助
の
金
額
が

４
０
１
９
万
円
と
決

定
し
た
た
め
、
当
初
金
額

３
０
９
２
万
円
と
の
差
額

を
増
額
し
た
。

総
務
費
電
子
計
算
費

で
Ｌ
Ａ
Ｎ
導
入
作
業

費
の
４
４
９
万
円
の
内
容

は
。

パ
ソ
コ
ン
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
強き

ょ
う
じ
ん靭
化
に
係

る
Ｌ
Ａ
Ｎ
共
用
化
事
業
。

温
泉
施
設
改
修
費
７

３
６
万
円
の
内
容
は
。

太
陽
光
発
電
設
備

と
、
温
泉
井
戸
水
中

ポ
ン
プ
改
修
工
事
費
。

保
育
所
等
業
務
効
率

化
推
進
補
助
金
５
０

０
万
円
の
内
容
は
。

パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
ハ

ー
ド
面
の
補
助
金
１

０
０
万
円
で
、
５
保
育
所

分
。

空
き
家
等
対
策
計
画

策
定
関
連
資
料
作
成

に
49
万
円
の
内
容
は
。

空
き
家
の
現
状
調
査
、

資
料
作
成
費
。

問問問

問

答答答

答

　

学
校
給
食
事
業
、
国
民

健
康
保
険
事
業
、
介
護
保

険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
の
各
特
別
会
計
決

算
お
よ
び
補
正
予
算
、
さ

ら
に
、
福
祉
医
療
費
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

学
校
給
食
事
業

現
年
度
収
入
未
済
は
、

過
年
度
移
行
と
な
る

の
か
。過

年
度
に
な
ら
な
い

よ
う
努
力
す
る
。

給
食
費
は
、
県
内
の

市
町
村
と
比
べ
て
ど

う
か
。低

額
の
方
で
あ
る
。

給
食
費
補
助
の
増
額

に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

無
料
化
に
向
け
て
努

力
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
事
業

保
険
税
収
入
が
減
少

し
て
い
る
が
。

問問問問 答答答

空き家対策が進むことに期待する
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平
成
26
年
度
５
１
０

０
人
、
平
成
27
年
度

４
８
５
５
人
と
加
入
者
が

減
っ
て
き
て
い
る
た
め
。

無
受
診
世
帯
へ
の
褒

賞
品
の
考
え
は
。

現
状
で
は
考
え
て
い

な
い
。

　

介
護
保
険
事
業

平
成
27
年
度
の
認
定

者
数
は
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

問問問 答答
　

農
業
委
員
会
制
度
の
改

正
な
ど
議
案
５
件
、
認
定

３
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

農
業
委
員
会
制
度
の
改
正

農
業
委
員
会
制
度
の

主
な
改
正
点
は
。

委
員
の
定
数
は
16
人

か
ら
８
人
と
な
り
、

公
選
制
か
ら
議
会
の
同
意

に
よ
る
町
長
の
任
命
と
な

っ
た
。農

地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
設
置
さ
れ
、

定
数
８
人
と
な
っ
た
の
は
。

国
の
方
針
で
１
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
１
人

と
決
め
ら
れ
た
。
吉
岡
町

は
７
４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

る
の
で
、８
人
と
な
っ
た
。

農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
仕
事
は
、

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
。

遊
休
農
地
や
耕
作
放

棄
地
の
適
正
管
理
を

行
う
。公

共
下
水
道
事
業

建
設
費
事
務
業
務
委

託
料
２
９
０
０
万
円

の
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

現
在
、
公
共
下
水
道

事
業
は
、
全
体
計
画

面
積
３
６
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

だ
が
、
県
と
の
調
整
で
農

業
集
落
排
水
を
含
む
７
２

８
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
見

直
し
さ
れ
た
。
ま
ち
と
し

て
全
体
計
画
を
変
更
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
の
業
務

委
託
料
。

設
計
委
託
料
１
２
０
０

万
円
の
減
額
内
容
は
。

今
後
５
年
間
で
整
備

す
る
事
業
計
画
が
、

前
述
の
事
業
計
画
に
含
ま

れ
た
た
め
の
減
額
。

公
共
下
水
道
工
事
１
３

０
０
万
円
の
減
額
は
。

当
初
、
管か

ん
き
ょ渠
工
事
に

伴
う
舗
装
本
復
旧
工

問問

問

答答答

新規オープンした認知症カフェ

今後、公共下水道への接続が期待されている農業集落排水

 

公
共
下
水
道
の
計
画
面
積
が
ほ
ぼ
倍
増
へ

答

要
支
援
１
か
ら
要
介

護
５
ま
で
の
総
計

は
、
７
３
３
人
。

新
規
認
知
症
対
策
に
、

ど
の
よ
う
な
施
策
を

考
え
て
い
る
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
認

知
症
カ
フ
ェ
」
を
、
こ
の

秋
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

問

問

問 答

答 答

事
を
予
定
し
て
い
た
が
、

全
体
計
画
変
更
を
優
先

し
、
事
業
の
組
み
換
え
を

行
っ
た
た
め
。

答
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９月

会計名 補正額 補正後の予算額

一般会計 ７, ４８６万円 ７８億５，１８０万円
学校給食事業 ２１万円 １億１，６６３万円

公共下水道事業 １, ０２２万円 ３億６，９８１万円

国民健康保険事業 ７, ０５２万円 ２４億１，１８０万円

農業集落排水事業 １７万円 １億６，１００万円

介護保険事業 ２, ６１８万円 １４億　　　  ７万円

後期高齢者医療事業 ２９３万円 １億６，６２８万円

水道事業会計

収益的収支 ２２万円 ４億１，５６２万円

資本的収支 ▲４万円 ２億４，７０９万円

平成28年度　各会計別補正予算の状況
（万円未満は四捨五入）

教育委員
大沢 知子さん

教育長
大沢 清さん

新
教
育
委
員
に
大
沢
知
子 

さ
ん 

教
育
長  

大
沢
清 

さ
ん 

は
再
任

選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
補
充
員
の
選
挙

　

教
育
委
員
の
武
藤
さ
ゆ

り
さ
ん
が
平
成
28
年
９
月

30
日
で
任
期
満
了
と
な
り

ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
新
た
に
教
育

委
員
と
し
て
、
大
沢
知
子

さ
ん
（
南
下
・
42
歳
）
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
を

求
め
ら
れ
、
議
会
は
全
会

　

今
定
例
会
で
は
、
吉
岡

町
選
挙
管
理
委
員
お
よ
び

補
充
員
の
選
挙
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
委
員
お
よ
び

補
充
員
の
任
期
が
９
月
20

日
で
満
了
と
な
る
た
め
で

す
。
選
挙
は
指
名
推
薦
の

方
法
で
行
い
、
次
の
方
が

当
選
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
９
月
21
日
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
は
委
員

長
、
職
務
代
理
を
選
出
し

ま
し
た
。

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

大
沢
さ
ん
は
、
大
学
で

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
の
教
諭
免
許
を
取
得

さ
れ
、
現
在
会
社
に
勤
務

し
な
が
ら
、
３
児
の
子
育

て
を
し
て
い
ま
す
。
任
期

は
４
年
で
す
。

　

ま
た
、
新
教
育
委
員
会

制
度
の
も
と
、
現
教
育
長

の
大
沢
清
さ
ん
（
南
下
・
66

歳
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

職務代理　
千明 一雄さん

（大久保・68 歳）

委員　
髙橋 一博さん

（北下・67 歳）

委員長　
森田 隆博さん

（上野田・74 歳）

委員　
深澤 徳二さん

（漆原・63 歳）

補
　
充
　
員

齊
木 

靜
夫
さ
ん
（
下
野
田
・
67
歳
）　
　
松
田 

健
一
さ
ん
（
漆
　
原
・
68
歳
）

近
野 

義
廣
さ
ん
（
上
野
田
・
75
歳
）　
　
梅
村 

昌
司
さ
ん
（
大
久
保
・
75
歳
） 
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賛否一覧

議員名　　

　　議案名および内容

結果 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

富
岡
　
大
志

大
林
　
裕
子

金
谷
　
康
弘

五
十
嵐
善
一

柴
﨑
德
一
郎

竹
内
　
憲
明

髙
山
　
武
尚

村
越
　
哲
夫

坂
田
　
一
広

飯
島
　
　
衛

岩
﨑
　
信
幸

平
形
　
　
薫

山
畑
　
祐
男

馬
場
　
周
二

小
池
　
春
雄

岸
　
　
祐
次

認
　
定

第
４
号

平成２７度国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算認定…６ページ参
照

14 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

第
７
号

平成２７年度介護保険事業特別会計
歳入歳出決算認定…６ページ参照 14 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

第
８
号

平成２７年度後期高齢者医療事業特
別会計歳入歳出決算認定…６ペー
ジ参照

14 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

※賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退　除斥…除　※議長は採決に加わらないため「－」で表示

議 案 名 お よ び 内 容

議
　
案

第３５号
福祉医療費支給に関する条例の一部改正…各種申請及び手続きを「受給資格者または保護者」が行え
るよう改正。

第３６号
農業委員会の選挙による委員の定数条例の一部改正…農業委員の選出方法および定数の見直しをし、
さらに農地利用最適化推進委員を新設。

第３７号
農業委員候補者選考委員会設置条例…農業委員を任命する際、その候補者について選考を行う委員会
を設置するするための条例を制定。

認
　
定

第１号 平成２７年度一般会計歳入歳出決算認定…４・５ページ参照

第２号 平成２７年度学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定…６ページ参照

第３号 平成２７年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定…６ページ参照

第５号 平成２７年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定…６ページ参照

第６号 平成２７年度住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定…６ページ参照

第９号 平成２７年度水道事業会計利益の処分及び決算認定…６ページ参照

議
　
案

第３８号 平成２８年度一般会計補正予算…７４８６万円を増額し、総額７８億５１８０万円に改める。

第３９号
平成２８年度学校給食事業特別会計補正予算…２１万円を増額し、総額１億１６６３万円に改める。
前年度の決算額が確定したことによる。

第４０号
平成２８年度公共下水道事業特別会計補正予算…１０２２万円を増額し、総額３億６９８１万円に改
める。

第４１号
平成２８年度国民健康保険事業特別会計補正予算…７０５２万円を増額し、総額２４億１１８０万円
に改める。前年度の決算額が確定したことによる。

第４２号
平成２８年度農業集落排水事業特別会計補正予算…１７万円を増額し、総額１億６１００万円に改め
るもの。前年度の決算額が確定したことによる。

第４３号
平成２８年度介護保険事業特別会計補正予算…２６１８万円を増額し、総額１４億７万円に改める。
前年度の決算額が確定したことによる。

第４４号
平成２８年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算…２９３万円を増額し、総額１億６６２８万円に
改める。前年度の決算額が確定したことによる。

第４５号
平成２８年度水道事業会計補正予算…収益的収支を２２万円増額し、総額４億１５６２万円に改める。
資本的収支を４万円減額し、総額２億４７０９万円に改める。

同
　
意

第１号 教育委員会委員の任命…前任者の任期満了に伴い、新たな委員に大沢知子氏を任命。

第２号 教育委員会教育長の任命…任期満了に伴い、大沢清氏を教育長として再任。

全会一致の議案など
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■大林　裕子議員（１５ページ）
１．障がい児への支援について
２．子ども達をめぐる諸問題について
３．県道高崎渋川バイパス道路に関連して

■柴﨑　德一郎議員（１６ページ）
１．子ども・子育て支援事業について

■金谷　康弘議員（１７ページ）
１．防災教育について
２．公共施設における点検・報告業務について
３．法改正された防火シャッターについて
４．上野田地区農業集落排水施設について
５．交通安全対策について

■山畑　祐男議員（１８ページ）
１．防災について
２．男女共同参画事業への対応は
３．義務教育での部活動について

■小池　春雄議員（１９ページ）
１．スラグ問題
２．高齢者福祉対策

　９月定例会の一般質問は２日および５日に行われました。
紙面の都合により要約してお伝えします。
　なお、詳しい内容は吉岡町図書館に備えてある会議録で確
認できます。
　また、平成２１年第１回定例会以降の会議録は、吉岡町ホー
ムページでもご覧になれます。

インターネット配信中です

本会議の様子を生中継、録画でも配信。 吉岡町議会 検 索アクセス方法は

一般質問は議員の日常活動と
調査・研究、住民の声や自身の考えをもとに、
町長や教育長などの方針を問うものです。
吉岡町では、質問および答弁をあわせて、
１人60分の持ち時間があります。

議員５人議員５人一般
質問
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ス
マ
ホ
や
携
帯
電
話

の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
小

る
。
来
年
度
、
概
略
設

計
・
地
元
説
明
会
を
行
う

予
定
。

拡幅が待たれる町道庚申塚５号線

学
童
ク
ラ
ブ
へ
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
を

課
題
を
１
つ
ず
つ
解
決
し
て
実
施
と
な
る

大林裕子 議員

学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
障

が
い
児
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
、ま
ち
の
考
え
は
。

町
長　

学
童
ク
ラ
ブ

は
、
特
別
支
援
学
校

の
児
童
も
含
む
も
の
で
、
考

え
方
は
法
令
通
り
と
思
う
。

障
が
い
の
あ
る
児
童

と
、
な
い
児
童
が
一

緒
に
い
る
こ
と
は
大
切
。
受

け
入
れ
へ
の
意
識
を
持
っ
て

進
め
て
も
ら
い
た
い
が
。

町
長　

課
題
を
一
つ

ず
つ
解
決
し
、
実
施

と
な
る
。

駒
寄
小
体
育
館
建
て

替
え
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

規
模
に
つ
い
て
年

内
に
研
究
懇
談
会
を
予
定
。

建
設
期
限
を
設
け
る

こ
と
が
必
要
で
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

３
か
ら
４
年
サ
イ

ク
ル
に
な
る
の
か
と
考
え
る
。

ま
ち
全
体
の
取
り
組
み
が

必
要
で
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

児
童
・
生
徒
が

自
ら
ル
ー
ル
を
作
り
、
教

育
委
員
会
、
学
校
、
保
護

者
ら
が
支
援
し
て
い
く
こ

と
は
可
能
と
考
え
る
。

ぜ
ひ
、
ま
ち
全
体
で

支
援
体
制
を
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

県
教
育
委
員
会

の
方
針
が
出
た
ら
、
進
め

た
い
。通

学
路
の
防
犯
灯
は

複
数
の
自
治
会
に
及

ぶ
た
め
、
ま
ち
も
窓
口
に

な
り
連
携
し
て
も
ら
い
た

い
が
。町

民
生
活
課
長　

役

場
に
要
望
が
あ
っ
た

場
合
は
、
要
望
の
自
治
会

に
つ
な
が
る
よ
う
、
各
課

に
話
し
た
い
。

自
治
会
の
協
力
の
下
、

ま
ち
が
設
置
か
ら
管

理
ま
で
行
う
仕
組
み
に
替

え
て
は
。

町
長　

い
ろ
い
ろ
考

え
、
い
ず
れ
そ
の
方

向
に
出
せ
れ
ば
と
思
う
。

身
近
な
公
園
に
遊
具

が
ほ
し
い
と
の
声
が

多
い
。
町
内
で
遊
べ
る
こ

と
は
、
ま
ち
の
よ
い
魅
力

に
な
る
の
で
は
。

総
務
政
策
課
長　

各

公
園
の
目
的
な
ど
を

踏
ま
え
、
遊
具
の
整
備
を

検
討
し
た
い
。

昨
年
要
望
し
た
県
道

高
崎
渋
川
バ
イ
パ
ス

に
接
続
す
る
、
町
道
庚こ

う
し
ん申

塚
５
号
線
の
拡
幅
の
進
捗

状
況
は
。

町
長　

渋
川
市
と
の

地
域
連
携
協
議
会
で

事
業
化
に
向
け
進
め
て
い

問問 問

問問

問問

問問

答

答

答答

答

答答

答答 答

答

自
ら
ル
ー
ル
を
作
り
、

そ
れ
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
は
可
能

ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
小
中
学
生
を
守
る
た
め
の

ル
ー
ル
作
り
と
ま
ち
の
支
援
を

問

中
学
生
を
守
る
に
は
、
具

体
的
な
ル
ー
ル
作
り
と
、
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ペアレント・
メンター

発達障がいのある子どもを育てた経験がある
保護者などが、メンター（良き相談相手）と
して、さまざまな子育て経験を提供する。

ミ
ニ
解
説

新
設
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
整
備
進し

ん
ち
ょ
く捗
は

来
年
３
月
中
旬
竣し

ゅ
ん
こ
う工
予
定

柴﨑德一郎 議員

新
設
「
認
定
こ
ど
も

園
」
の
整
備
進
捗
状

況
は
。健

康
福
祉
課
長　

７

月
初
旬
着
工
、
来
年

３
月
中
旬
竣
工
予
定
。

こ
ど
も
園
の
名
称
は
。

健
康
福
祉
課
長　
「
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
駒
寄
幼
稚
園
」。

新
制
度
の
形
態
は
。

健
康
福
祉
課
長　

幼

稚
園
と
保
育
所
の
機

能
や
特
徴
を
併
せ
持
っ
た

施
設
。機

会
の
均
等
性
・
公

平
性
あ
る
、
子
ど
も

の
交
流
体
験
事
業
の
考
え

は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

大
樹
町
こ
ど
も

交
流
事
業
以
外
は
考
え
て

い
な
い
。

本
年
度
の
大
樹
町
交

流
事
業
に
係
る
総
事

業
費
は
。

財
務
課
長　

５
３
７

万
２
千
円
を
計
上
。

子
ど
も
を
「
ほ
め
て

育
て
る
」
こ
と
を
研

究
さ
れ
て
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

学
校
現
場
で
は
、

「
ほ
め
る
」
と
「
し
か
る
」

を
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

子
育
て
の
相
談
事
業

へ
の
展
開
は
。

町
長　

新
設
の
「
こ

ど
も
福
祉
室
」
と
保

健
セ
ン
タ
ー
を
核
に
展
開

し
て
い
る
。

発
達
障
が
い
児
の
早

期
発
見
・
介
入
へ
の

対
応
策
は
。

町
長　

早
い
段
階
で

の
養
育
支
援
が
で
き

る
よ
う
、
体
制
強
化
と
保

護
者
へ
の
育
児
不
安
軽
減

に
取
り
組
む
。

発
達
障
が
い
児
相
談

窓
口
の
常
設
を
。

町
長　

子
育
て
全
般

に
渡
り
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
随
時
相
談
を
受
け

て
い
る
。

ペ
ア
レ
ン
ト
・
メ
ン

タ
ー
育
成
事
業
を
ま

ち
で
試
み
た
ら
。

町
長　

有
効
な
手
段

と
思
わ
れ
る
。
情
報

提
供
に
尽
力
、
検
討
し
た

い
。

発
達
障
が
い
に
不
安

を
抱
え
る
保
護
者
の

交
流
場
所
に
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
開
放
を
。

町
長　

ま
ち
の
支
援

事
業
を
実
施
で
き
る

よ
う
、検
討
を
重
ね
た
い
。

ま
ち
図
書
館
に
世
界

中
の
絵
本
を
並
べ
、

保
健
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

て
子
育
て
支
援
を
。

教
育
長　

館
内
の
ス

ペ
ー
ス
な
ど
検
討
し

た
い
。教

育
行
政
ト
ッ
プ
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
子

育
て
方
針
は
。

教
育
長　

県
の
家
庭

教
育
応
援
条
例
に
規

定
さ
れ
て
い
る
、
各
役
割

を
基
本
と
し
て
考
え
る
。

問問問 問

問問

問

問問問

問問

問 答答

答答 答

答答

答

答

答答

答答

答

絵本の読み聞かせに見入る子どもたち（吉岡町図書館）

ま
ち
の
支
援
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

検
討
を
重
ね
た
い

保
健
セ
ン
タ
ー
を
発
達
障
が
い
に
悩
む

保
護
者
の
交
流
場
所
に
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注意喚起が必要な事故の多い大松信号周辺

「
釜
石
の
奇
跡
」
を
省
み
て
防
災
教
育
の
充
実
を

学
校
現
場
の
意
見
を
参
考
に
対
応
し
た
い

金谷康弘 議員

安
全
確
保
の
た
め
設
置
し
た
い

危
害
防
止
装
置
の
な
い

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
対
応
は

「
命
の
大
切
さ
」「
危

機
に
向
か
い
合
う
姿

勢
」「
困
難
を
乗
り
越
え

る
力
」「
そ
の
中
で
弱
い

者
へ
の
配
慮
」
な
ど
、
生

き
る
こ
と
そ
の
も
の
を
学

ぶ
「
防
災
教
育
」
に
つ
い

て
、
学
校
で
の
現
状
と
今

後
の
対
応
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　
「
釜
石
の
奇
跡
」

の
よ
う
に
防
災
教
育
は
し

て
い
な
い
が
、災
害
時「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て

学
校
現
場
の
意
見
を
参
考

に
、対
応
し
て
い
き
た
い
。

消
防
法
第
17
条
の

「
消
防
設
備
の
点
検
・

報
告
」
に
該
当
す
る
施
設

は
。
ま
た
是
正
事
項
は
。

町
長　

給
食
セ
ン
タ

ー
・
文
化
セ
ン
タ

ー
・
社
会
体
育
館
・
保
健

セ
ン
タ
ー
・
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
隣
保
館
・
学
童

保
育
所
・
児
童
館
・
役
場

庁
舎
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
町
営
住
宅
・
リ

バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
で
６
カ

月
ご
と
に
点
検
し
報
告
書

を
消
防
署
へ
提
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
是
正
事
項
は

軽
微
な
も
の
で
、
速
や
か

に
対
応
し
て
い
る
。

建
築
基
準
法
第
12
条

の
特
殊
建
築
物
の
定

期
報
告
に
該
当
す
る
施
設

は
。
ま
た
、是
正
事
項
は
。

町
長　

文
化
セ
ン
タ

ー
・
社
会
体
育
館
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
・
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡

で
報
告
は
済
ま
せ
て
あ

る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

是
正
事
項
と
し
て
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
壁
、
タ
イ
ル

面
の
ク
ラ
ッ
ク
、
シ
ー
ル

劣
化
に
よ
る
漏
水
な
ど
が

あ
り
、
予
算
措
置
を
行
い

補
修
・
修
繕
を
行
う
。

事
故
が
多
発
す
る
防

火
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
、

建
築
基
準
法
が
改
正
さ
れ

「
危
害
防
止
装
置
の
設
置
」

が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
ま

ち
の
公
共
施
設
の
現
状
は
。

町
長　

文
化
セ
ン
タ

ー
・
社
会
体
育
館
・

役
場
庁
舎
に
は
な
く
、
今

後
危
害
防
止
装
置
を
取
り

付
け
安
全
確
保
を
図
る
。

集
落
排
水
施
設
に
、

時
折
処
理
能
力
を
超

え
る
流
入
量
が
あ
る
。
雨

水
に
起
因
す
る
不
明
水
の

存
在
で
、
施
設
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
。
ま
ち
は
い
か

に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

年

１
回
、
本
管
調
査
を

し
、
報
告
に
基
づ
き
修
繕

し
て
い
る
。
本
年
度
８
６

０
ｍ
。ま

ち
で
一
番
交
通
事

故
が
多
い
大
久
保「
大

松
」
信
号
周
辺
道
路
の
、

注
意
喚
起
に
全
力
を
。

町
長　

大
松
周
辺
は

今
後
、
駒
寄
ス
マ
ー

問 問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

ト
Ｉ
Ｃ
の
大
型
化
に
よ
り
、

交
通
量
が
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
引
き
続
き
、

関
係
機
関
と
連
携
協
力
し

安
全
対
策
を
す
る
。
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災
害
用
備
蓄
庫
の
整
備
計
画
は

５
つ
の
自
治
会
に
、
近
い
う
ち
に
設
置
す
る

山畑祐男 議員

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

早
期
の
策
定
に
向
け
て
進
め
た
い

男
女
共
同
参
画
計
画
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
は

全
町
を
対
象
に
し
た

防
災
訓
練
を
行
え
な

い
か
。町

長　

全
自
治
会
に

防
災
組
織
が
で
き
、

避
難
訓
練
の
実
施
状
況
を

見
て
行
い
た
い
。

ま
ち
の
災
害
時
な

ど
、
緊
急
時
の
事
業

継
続
計
画
は
、
い
つ
ま
で

に
策
定
す
る
の
か
。

町
民
生
活
課
長　

委

員
会
を
立
ち
上
げ
、

本
年
度
中
の
策
定
に
向
け

対
応
。現

実
を
直
視
し
た
避

難
所
の
見
直
し
は
。

町
長　

吉
岡
町
認
定

農
業
者
連
絡
協
議

会
、
社
会
福
祉
法
人
吉
岡

会
と
緊
急
避
難
所
の
協
定

を
締
結
。
城
山
防
災
公
園

は
避
難
場
所
と
し
て
利
用

の
ほ
か
、
人
や
物
資
の
移

動
拠
点
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。災

害
用
備
蓄
庫
、
備

蓄
品
に
つ
い
て
の
計

画
は
。町

長　

災
害
用
備
蓄

庫
は
、
未
設
置
の
５

つ
の
自
治
会
に
近
い
う
ち

に
設
置
。
備
蓄
品
は
今
回

の
補
正
予
算
で
も
計
上
。

自
治
会
向
け
に
食
料
、
資

機
材
の
購
入
に
補
助
金
制

度
を
始
め
た
。

小
中
学
校
の
男
女
混

合
名
簿
化
が
、
男
女

共
同
参
画
に
対
す
る
基
本

的
な
考
え
な
の
で
は
な
い

か
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

学
校
現
場
と
相

談
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

男
女
共
同
参
画
計
画

の
策
定
は
い
つ
ま
で

に
行
う
の
か
。

町
長　

県
や
関
係
機

関
と
連
携
を
し
な
が

ら
、
早
期
策
定
に
向
け
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
の
週
５
日
制
と

部
活
動
の
関
係
は
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

学
校
週
５
日
制

は
、
長
時
間
労
働
を
短
縮

し
、
国
民
に
豊
か
な
人
生

を
歩
ん
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
制
度
。
そ
の
趣
旨
を

踏
ま
え
た
環
境
整
備
が
大

切
だ
と
考
え
る
。
中
学
校

で
は
週
に
１
度
「
ノ
ー
部

活
デ
ー
」
を
設
定
し
、
休

息
が
取
れ
る
よ
う
に
配
慮
。

ま
ち
の
義
務
教
育
と

部
活
動
の
関
係
を
、

ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い

る
か
。教

育
委
員
会
事
務
局

長　

学
校
教
育
の
一

環
と
し
て
、
生
徒
の
自
主

的
・
自
発
的
な
参
加
に
よ

り
、
体
力
や
芸
術
文
化
へ

問問 問

問問

問問

問

答答答

答答

答答

答

答

自治会による防災訓練（溝祭）

の
関
心
を
向
上
さ
せ
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
基
礎

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
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認
知
症
カ
フ
ェ

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
、
地
域
の
人
や
専
門
家
と
相
互
に
情
報
を
共
有
し
、
お
互
い
を
理
解

し
合
う
場
。

ミニ解説

鉄
鋼
ス
ラ
グ
使
用
場
所
の
環
境
調
査
結
果
は

現
在
６
カ
所
で
環
境
基
準
を
上
回
る

小池春雄 議員

社
協
と
連
携
し
て
支
援
に
努
め
る

高
齢
者
向
け
サ
ロ
ン
の
支
援
を

大
同
特
殊
鋼
㈱
渋
川

工
場
か
ら
排
出
さ
れ

た
ス
ラ
グ
が
、
ま
ち
発
注

工
事
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。

環
境
調
査
の
結
果
と
調
査

費
用
、
そ
の
費
用
負
担
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

南
下
古
墳
公
園

駐
車
場
の
調
査
費
用
は
、

総
額
50
万
円
で
、
大
同
特

殊
鋼
が
負
担
。

産
業
建
設
課
長　

北
下
集

会
所
北
線
道
路
改
良
工
事

と
宮
田
大
藪
線
新
設
工
事

の
下
層
路
盤
か
ら
、
環
境

基
準
値
を
上
回
る
フ
ッ
素

が
検
出
さ
れ
た
。
調
査
費

用
は
５
５
７
万
円
で
、
大

同
特
殊
鋼
が
負
担
。

上
下
水
道
課
長　

下
野
田

地
内
３
カ
所
の
管か

ん
き
ょ渠
工
事

の
路
盤
材
下
部
の
土
壌
か

ら
、
環
境
基
準
を
上
回
る

フ
ッ
素
が
検
出
さ
れ
た
。

費
用
７
６
８
万
円
は
、
大

同
特
殊
鋼
が
負
担
。

介
護
保
険
法
の
改
正

に
よ
り
、
予
防
給
付

の
う
ち
、
訪
問
介
護
と
通

所
介
護
が
地
域
支
援
事
業

と
し
て
、
市
町
村
に
移
行

す
る
。
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長　

在
宅
医
療
・

介
護
連
携
で
は
、
渋

川
地
区
在
宅
医
療
介
護
連

携
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

　

認
知
症
施
策
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
」
を
開
設
。
ま
た
、

認
知
症
カ
フ
ェ
を
年
内
に

開
設
す
る
予
定
。
認
知
症

カ
フ
ェ
で
は
、
中
高
年
者

を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
機
能
も
備
え
た「
地

域
福
祉
支
援
拠
点
施
設
」

の
機
能
を
持
た
せ
た
い
。

　

地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進

介
護
問
題
を
考
え
る

と
、
高
齢
者
が
元
気

に
憩
え
る
場
所
が
数
多
く

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

高
齢
者
向
け
サ
ロ
ン
の
立

ち
上
げ
と
支
援
に
つ
い
て
、

ま
ち
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
課
長　

現

在
、
26
カ
所
の
高
齢

者
向
け
サ
ロ
ン
が
あ
る
。

ま
ち
は
、
社
会
福
祉
協
議

に
つ
い
て
は
、
渋
川
地
区

医
療
連
携
推
進
協
議
会
で

模
擬
地
域
ケ
ア
会
議
を
４

回
開
催
し
、
実
際
の
地
域

ケ
ア
会
議
に
備
え
て
い
る
。

会
と
連
携
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
を
通
し
て
、
楽

し
く
、
健
康
で
、
運
動
を

含
め
た
支
援
を
し
、
サ
ロ

ン
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

問

問

問

答

答

答

答

軽スポーツ、筋トレ、脳トレ、お茶飲みを楽しむ、ふれあいいきいきサロン
（下野田）
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農業集落排水の今後の見通しは

（平成２８年３月議会）

通学路の安全について

（平成２７年１２月議会）

質問事項質問事項 質問事項質問事項

町長答弁町長答弁 教育委員会事務局長答弁教育委員会事務局長答弁

処理事項処理事項 処理事項処理事項

流域下水道への編入ができるよう、

公共下水道全体計画を変更するための

事務業務委託料を予算化した。

年度当初に、ＰＴＡからの指摘により、小学

校が教育委員会へ要望を提出。

緊急を要する場所から順次対応している。

危険箇所の把握およびその対応は。
農業集落排水の公共下水道への

つなぎ込みについて、

今後の見通しと対策は。

接続できるよう、努力したい。

吉岡町通学路安全推進会議を開催し

「吉岡町通学路安全プログラム」を策定。

危険箇所について必要な対策内容を協議。

一般質問の行方一般質問の行方

歩道拡幅など安全対策がされる駒寄小学校西の交差点
県央水質
浄化センター

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
議
会
の
声
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視察リポート
全
員
研
修

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
施
設
の

組
み
合
わ
せ
が
さ
れ
て
い
る
矢
瀬
親
水
公
園

　

７
月
13
日
、
議
員
全
員

で
、
み
な
か
み
町
月
夜
野

に
あ
る
矢
瀬
親
水
公
園
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
園
は
、
平
成
８

年
度
か
ら
平
成
12
年
度
に

総
工
事
費
８
億
円
を
か
け

て
完
成
。
面
積
は
、
３
万

５
千
平
方
㍍
で
す
。

　

親
水
公
園
内
は
、
河
川

の
整
備
や
矢
瀬
遺
跡
の
復

元
住
居
、
農
産
物
直
売
所
、

わ
ん
ぱ
く
広
場
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

公
園
の
設
置
に
あ
た
っ

て
は
、自
然
の
木
陰
、水
路
、

吊
り
橋
、
遊
歩
道
、
遊
具
、

駐
車
場
、
ト
イ
レ
な
ど
、

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る

施
設
の
組
み
合
わ
せ
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
住
民
が
、
憩
い

の
場
と
し
て
、
利
用
で
き

る
公
園
設
置
の
糧
と
し
た

い
で
す
。

（
議
長
　
岸
　
祐
次
）

平
成
28
年
　
第
1
回
臨
時
会

明
治
小
学
校
校
舎
増
築

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

７
月
13
日
に
平
成
28
年
第

１
回
臨
時
会
を
行
い
、
議
案

１
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
契
約
の
目
的

　

明
治
小
学
校
校
舎

　

増
築
工
事

○
契
約
の
方
法

　

条
件
付
き
一
般
競
争

　

入
札

○
契
約
金
額

　

２
億
９
０
５
２
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

小
野
里
・
森
喜
特
定　

　

建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

代
表
者　

　

小
野
里
工
業
株
式
会
社

　

構
成
員　

　

森
喜
建
設
株
式
会
社

な
ぜ
、
校
舎
を
増
築

す
る
の
か
。

現
在
、
１
ク
ラ
ス
分

の
空
き
教
室
が
あ
る

が
、
来
年
度
入
学
予
定
者

数
を
考
え
る
と
、
１
ク
ラ

ス
分
の
教
室
が
不
足
す
る
。

そ
こ
で
、
特
別
教
室
棟
を

増
築
し
、
現
在
の
特
別
教

室
を
普
通
教
室
と
し
て
使

用
す
る
た
め
。

問

問

答

答
数
年
前
に
、
駒
寄
小

学
校
の
校
舎
を
増
築

し
た
。
そ
の
時
と
規
模
は

ほ
ぼ
同
じ
な
の
に
、
契
約

金
額
が
、
ほ
ぼ
３
倍
と
な

っ
て
い
る
が
。

今
回
、
防
衛
省
の
補

助
事
業
と
の
関
係
で
、

防
音
対
策
を
施
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
。

全
会
一
致
で
可
決校舎の増築工事が進む明治小学校

明
治
小
校
舎
増
築
に
２
億
９
０
５
２
万
円

み
な
か
み
町
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生
涯
現
役
を
目
指
し
て

大友　和夫さん
（漆原東）

髙橋　照行さん
（大久保寺上）

議会を
　傍聴して

フ
ラ
メ
ン
コ
を
始
め
て

ま
ち
の散歩

道95

割
田
　
淳
子
さ
ん
（
漆
原
西
）

体
を
動
か
す
こ
と
自
体
も

得
意
で
は
な
く
、
た
だ
憧

れ
だ
け
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
そ
ん
な
私
で
す
か

ら
、
ま
ず
、
基
礎
体
力
が

な
く
、す
ぐ
息
が
あ
が
る
。

そ
し
て
、
振
り
付
け
が
な

か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い
。

頭
で
覚
え
て
も
、
思
っ
た

よ
う
に
体
が
動
か
な
い
。

　

フ
ラ
メ
ン
コ
を
始
め

て
、
３
年
が
た
と
う
と
し

て
い
ま
す
。　
　
　

　

踊
り
の
経
験
も
な
く
、

　

そ
れ
で
も
、
優
し
く
丁

寧
に
教
え
て
く
だ
さ
る
先

生
や
い
つ
も
笑
顔
が
絶
え

な
い
素
敵
な
レ
ッ
ス
ン
仲

間
と
出
会
い
、
少
し
ず
つ

出
来
る
こ
と
も
増
え
、
た

だ
た
だ
楽
し
く
て
、
気
づ

い
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
の

３
年
。

　

最
近
で
は
、
人
前
で
踊

ら
せ
て
い
た

だ
く
機
会
も

増
え
、
ま
す

ま
す
楽
し
さ

が
増
し
て
い

ま
す
。
い
つ

ま
で
も
健
康
で
、
若
々
し

く
、
生
涯
続
け
て
い
け
る

趣
味
に
な
れ
ば
な
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
こ
れ
か
ら
ま

ち
が
目
指
す
姿
・
目
標
値

を
見
直
し
た
総
合
計
画
、

都
市
計
画
な
ど
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
度

と
そ
の
課
題
に
関
心
を
持

っ
て
、
９
月
２
日
と
５
日

の
両
日
議
会
を
傍
聴
し
ま

し
た
。
人
口
減
少
に
伴
う

高
齢
化
が
社
会
問
題
と
な

る
中
で
、
先
人
達
の
諸
施

策
に
よ
り
、
人
口
増
が
見

込
ま
れ
る
吉
岡
町
は
特
異

な
存
在
で
、
人
口
増
と
高

齢
化
の
問
題
に
同
時
並
行

で
対
処
す
る
難
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
防
災
・
福
祉
・

教
育
・
交
通
安
全
・
環
境

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
の
質
問
に
対
し
、
行
政

側
も
真し

ん

し摯
に
応
答
し
て
い

る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

忌き

た

ん憚
の
な
い
質
疑
と
真
摯

な
応
答
の
積
重
ね
で
、
中

期
計
画
の
達
成
度
が
高
ま

り
、
目
指
す
住
み
良
い
ま

ち
に
近
づ
く
と
思
い
ま

す
。
議
員
の
方
々
と
行
政

の
皆
様
の
ご
活
躍
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

退
職
を
機
に
健
康
管
理

の
た
め
に
始
め
た
ジ
ョ
ギ

ン
グ
も
生
活
の
一
部
と
な

り
、
年
間
２
回
の
ペ
ー
ス

で
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
は
距

離
が
長
い
の
で
辛
い
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
分
ゴ
ー
ル
し
た

と
き
の
達
成
感
は
言
葉
に

言
い
表
せ
な
い
魅
力
を
感

じ
ま
し
た
。
今
で
は
吉
岡

町
内
を
通
る
前
橋
・
渋
川

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催

さ
れ
、
来
春
４
回
目
を
迎

え
ま
す
。
遠
方
の
大
会
ま

で
出
か
け
な
く
て
も
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
参
加
で
き
る

環
境
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
コ
ー
ス
の
地
元
民

と
し
て
体
力
の
続
く
限

り
、
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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障
が
い
者
に
理
解
を伊藤利江さん

（大久保寺上）

問１

問２

問３

平成２７年度の歳出決算額は、何億円だったで
しょう。
Ａ．６７億円　　Ｂ．７６億円　　Ｃ．８７億円

教育委員の任期は何年でしょう。
Ａ．3 年　　Ｂ．4 年　　Ｃ．5 年

９月定例会の一般質問は何人が行ったでしょう。
Ａ．3 人　　Ｂ．5 人　　Ｃ．7 人

[ 応募方法 ]
○はがきに答えの記号（例１―A）、住所、氏名、年齢、

職業（学校名）を書いてください。
○正解者の中から抽選で５人の方に、図書カードをプ

レゼントします。
○ご意見やご要望などもあわせてお寄せください。「お

便りコーナー」で紹介します。
○あて先
　〒 370―3692
　吉岡町大字下野田５６０番地　役場議会事務局
○締め切り　１２月１日（当日消印有効）

前回の正解は１－Ｃ . ２－Ｂ . ３－Ｃでした。
応募者の中から抽選の結果、次の方に図書カードを贈
ります。（敬称略）
・飯島　桃佳（上野田）　・栗田　友香（漆　原）
・小城　啓明（小　倉）　 ・富岡たつ子（南　下）
・馬場　ナヲ（漆　原）

よ し お か

ク イ ズ
No.

113

皆さんの傍聴を
お待ちしています

次の議会は１２月上旬を予定しています。
会議は９時３０分から始まります。ぜひ
ご覧ください。
詳しい日程などは広報よしおか11月号
に掲載されます。また、まちホームペー
ジでもお知らせします。

　
こ
の
と
こ
ろ
、
障
が
い

者
に
係
る
悲
惨
な
事
故
や

事
件
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
被
害
者
は
先
天
的
、
後
天

的
な
病
か
ら
障
が
い
を
背

負
っ
た
人
た
ち
で
す
。
私

は
今
、
こ
の
よ
う
な
人
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事

に
従
事
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
が
障
が
い
者
を
も
っ

と
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
事
件
、
事
故
は
防
げ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

危
険
や
複
雑
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
不
規
則
で
過
酷
な
労
働

条
件
が
い
っ
ぱ
い
の
現
代

社
会
に
お
い
て
、
い
つ
自

分
が
障
が
い
を
負
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な

思
い
が
少
し
で
も
心
の

中
に
あ
っ
た
な
ら
、
と

て
も
他
人
事
で
済
ま
さ

れ
る
は
ず
は
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お便りコーナー
（敬称略）

狩野恵子（下野田）

原田奈緒美（大久保）

原田珠実（大久保）

 表紙の写真
　９月２４日に駒寄小学校で運動会が開催されまし
た。「燃え上がれ　四つの魂　こころ　己の力」をス
ローガンに、元気いっぱい競技、演技に臨む児童た
ちの姿に、私たちも元気を分けてもらう１日でした。
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岡
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会
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発　

行　

吉
岡
町
議
会

責
任
者　

議
長　

岸　

祐
次

編　

集　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

群
馬
県
北
群
馬
郡
吉
岡
町
大
字
下
野
田
５
６
０

　

０
２
７
９ ―

 

54―
 

３
１
１
１

☎

●●●

　伊香保街道沿いの林の中に、万葉のこ
ころを今に伝える万葉歌碑が建っている。
そこには、「伊香保ろ乃やさかの井堤に立
つ虹の現はろまでもさ寝をさねてば」と
刻まれている。
　万葉集には、上野国（今の群馬県）に
関する歌が多く収録されている。特に、
東歌を収録した巻十四では、総数 230 首
のうち 25 首が上野国歌として収録されて
いて、相模国の12首、常陸国の10首を大
きく引き離し、最も多い。このことは、
古代の群馬が東国文化の中心として発展
を遂げたことを物語っている。この 25 首
のうち、伊香保をうたった歌が９首あり、
伊香保が上野国にとって中心的な存在で
あったことがうかがわれる。伊香保といっ
ても、現在の湯の町伊香保のことではな

く、「厳秀」または「厳穂」で、いかめし
くそびえる山のことで、今の榛名山を指
すものである。
　冒頭の歌の「八坂の井堤」がどこかに
ついて、幕末から明治時代の国学者、歌
人である橋本直香が、その著書「上野歌解」
において、上野田地内に井堤という地名
が残っているのでその辺りであるとして
いる（ただし、八坂の井堤については、
諸説ある）。　
　当時の榛名山東麓に住む人々が榛名山
を仰ぎ見ながら、どのような暮らしをし、
どのような感慨にふけったのかを考える
とき、胸が締め付けられるような親しみ
とたかぶりを覚える。

参考文献「吉岡村誌」

キラリよしおか古語り
いにしえ

編
集
後
記

編
集
委
員

委  

員  

長　

坂
田　

一
広

副
委
員
長　

金
谷　

康
弘

委　
　

員　

村
越　

哲
夫

　
　
　
　
　

竹
内　

憲
明

　
　
　
　
　

柴
﨑
德
一
郎

　
　
　
　
　

大
林　

裕
子

　
　
　
　
　

富
岡　

大
志

　

８
月
30
・
31
日
に
東
北
地
方
を
縦

断
し
た
台
風
10
号
は
、太
平
洋
側
か

ら
上
陸
す
る
と
い
う
観
測
史
上
か
つ

て
な
い
動
き
を
し
、そ
の
被
害
は
甚

大
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
、今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
雨
、あ
る
い
は
50
年
に
一
度
の

記
録
的
な
大
雨
な
ど
の
言
葉
が
頻
繁

に
聞
か
れ
ま
す
。そ
の
度
に
大
変
な

被
害
の
様
子
が
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ

れ
ま
す
。今
回
も
、岩
手
県
岩
泉
町
の

９
人
の
お
年
寄
り
が
濁
流
に
飲
み
込

ま
れ
た
現
場
の
様
子
、友
好
都
市
で

あ
る
北
海
道
大
樹
町
や
近
隣
の
水
害

の
様
子
な
ど
、胸
を
痛
め
る
ば
か
り
。

　

こ
の
９
月
議
会
で
も
災
害
に
向
け

た
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。災
害

が
少
な
い
と
い
わ
れ
る
吉
岡
町
で
す

が
、い
つ
で
も
わ
が
ま
ち
も
被
害
を

受
け
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
す
。他

地
域
の
こ
と
と
思
わ
ず
、自
分
の
こ

と
と
し
て
ど
う
行
動
す
る
か
、考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て
心

に
刻
む
思
い
で
す
。　　(

大
林　

裕
子)

い　　で

こうずけのくに

吉
岡
町
と
万
葉
集

吉
岡
町
と
万
葉
集

いか　 ほ いか　 ほ

船尾滝

九十九谷
万葉歌碑

上野原集会所

渋
川
吉
岡
線

前
橋
伊
香
保
線

水
沢
足
門
線

上野原貯水池

塔之辻貯水池

小倉
沈殿池

至水沢寺

至前橋

上野原

153
15

164

こうずけのうたのかい
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